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　今年度の歳末募金は、寄せられた募金の総額が
前年度の総額に比べ、やや減少した。希望奨学金
だけは前年度に比べて約43万円増加したが、それ
以外の社会福祉基金と指定寄付金は、いずれも前
年度より減少した。
　このため、歳末募金を原資にした児童養護施設
や母子施設の子どもたちへの新入学・卒業祝い品
プレゼント事業を見直すことにし、これまで事業
実施対象にしていた福岡、山口、長崎３県のうち
長崎県を対象から除くことにした。残る２県の71
カ所の施設を対象に、今春小学校に入学予定の子
どもや中学・高校を卒業予定の生徒たちを対象に
事前に調査用紙を配布して対象者数などを調べて
もらった。
　その結果、対象者は64施設に５４８人在籍して
いることが分かり、新入学児童にはランドセルや
リュックサック(水筒付き)、手提げ(筆箱付き)、雨
具セット、図書カードのいずれか希望の品を、中
学・高校を卒業予定の子どもたちには目覚し時計
か図書カードを贈った。
　このほか、歳末募金の第二次配分として山口県
の共同募金会や福岡県の交通遺児を支える会、九
州盲導犬協会、福岡・北九州のいのちの電話、北
九州あゆみの会、障害福祉ボランティア協会など
福祉団体に活動助成金を贈った。しかし、昨年度
に続き助成額の減額をお願いするなど、今年度も
厳しい状況が続いた。

児童・生徒への学用品プレゼント事業
厳しい現状を踏まえ長崎県を除き実施

小児がん征圧募金の贈呈式が３月５日、福岡市の毎日新聞福岡
本部で開催された。第19次配分となる今年度は、募金300万円を
13団体に贈呈した。
　昨年度、東京在住の方が遺産の一部２０００万円を「小児がん
征圧募金に」と当事業団に寄せたため、西部管内だけでなく東京
・大阪両事業団が配分している団体にもこの募金を贈った。それ
でも繰越金が生じたため、例年より多額の募金を配分できた。
　贈呈式には10団体の代表らが出席。野沢俊司・編集局長が各団
体の代表に募金を手渡した。欠席した３団体については、指定さ
れた金融機関口座に配分金を振り込んだ。

◆福岡本部で小児がん征圧募金贈呈式
１３団体に３００万円を配分
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北九州市と北九州市手をつなぐ育成会（北原守
会長）が、障害のある人たちの人生の節目を祝う
第34回「出発（たびだち）を励ます集い」（毎日
新聞西部社会事業団後援）が15年１月25日、戸畑
区の「ウェルとばた」であった＝写真＝。
　特別支援学級で入学、卒業を迎える児童・生徒
や成人式、還暦を迎える人たちを対象に、毎年実
施。今回、対象者の55人を含め家族や関係者など
約３００人が参加した。式典で北原会長が「障害
の有無を超え、共生社会の実現を」とあいさつ。
記念品の置き時計を
全員に贈った。代表
して成人した小川歩
美さんが「これから
頑張ります」と力強
く決意を語った。こ
の後、コンサートも
あり門出を祝った。

◆出発を励ます集いに300人
障害者と健常者が一緒にゴム風船でバレーボ

ールを楽しむ「第25回全国ふうせんバレーボー
ル大会」が14年11月30日、八幡東区の市立総
合体育館で開かれた。大阪や長崎など５府県か
ら45チーム計５００人が出場し、白熱した試合
を繰り広げた。
　北九州発祥のふうせんバレーは、障害者と健
常者の６人でチームを構成し、全員が一度ボー
ルに触ってから相手コートへ打ち返すのがルー
ル。ボールは直径40㌢のゴム風船で、視覚障害
者もプレーできるように中に鈴が２個入ってい
る。全国大会は１９９０年から毎年開催されて
いる。
　月に３回の練習を重ねた地元勢の村谷光太さ
ん（27）＝小倉南区＝は「緊張するけど楽しん
でやりたい」と笑顔でコートに立った。村谷さ
んのチームは決勝まで勝ち進んだが、大阪市の
チームに敗れ、準決勝だった。

◆風船バレーに45チーム
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売上高４００万円超となった年度末展
　　（15年３月７日、毎日西部会館で）


